
－ 1 － 

１．基本情報 
（1） 法人の名称：学校法人 愛知淑徳学園 

（2） 主たる事務所の住所：愛知県長久手市片平二丁目９ 

電話番号：0561-62-4111 

FAX番号：0561-63-1977 

ホームページアドレス：https://www.aasa.ac.jp 

 

２．建学の精神 

（1） 建学の精神と伝統 

愛知淑徳学園は、明治38年（1905年）、愛知淑徳女学校として開校されたのが始まりで、愛知淑徳

女学校は、翌明治39年（1906年）、愛知県下初の私立の高等女学校である愛知淑徳高等女学校として

設立認可された。 

創設者の小林清作先生は、温良貞淑が女子の美徳とされていた時代に、「温良貞淑が女子の唯一の美

徳と思わぬ。自覚したる女子は一個の人間であらねばならぬ」と主張し、「十年先、二十年先に役立つ

人材の育成」を教育方針に掲げる一方、生徒には「淑徳魂」を説いた。「淑徳魂」とは、陰徳の精神

と、逆境に屈せずに頑張ることである。やがてそれは「謙譲優雅」、「質実剛健」の校訓となり、愛知

淑徳学園の伝統精神となって、現在も脈々と流れている。 

戦後、日本の学校制度が大きく変わり、高等女学校は新制中学校と高等学校に分離され、愛知淑徳高

等女学校も愛知淑徳中学校と愛知淑徳高等学校として再出発し、やがて時代の進展と社会の要請に応え

て、愛知淑徳学園は、昭和36年（1961年）に愛知淑徳短期大学を開学し、昭和50年（1975年）に

愛知淑徳大学を創立して、中学から大学までの女子教育を担い、その発展に尽くしてきた。 

 

（2） 大学の理念 

愛知淑徳大学は学園の建学の精神と伝統を継承して開学し、愛知淑徳短期大学とともに、女子大学と

して地域で高い評価を受け、短期大学、大学とも学部・学科を増設して期待に応えてきた。 

しかし、情報化、国際化、男女共同参画社会などの時代の潮流と社会の動向に鑑み、学園の建学の精

神である「十年先、二十年先に役立つ人材の育成」を達成するために、新たな大学の理念を構築して新

しい大学づくりに取り組み、新しい大学の理念を「違いを共に生きる」と定め、大学が目指し、学生が

体得することとして、「地域に根ざし、世界に開く」、「役立つものと変わらないものと」、「たくま

しさとやさしさを」を掲げた。そして、大学が「異なる価値観を交換し合うことによって新しい価値観

を生み出す場」として役立つことを期待した。 

大学創立20周年の平成7年（1995年）、この理念と期待のもと、男女共学がスタートし、現代社会

学部を開設して総合大学化へ向かった。 

平成17年（2005年）、学園創立100周年を機に、長久手および星が丘両キャンパスの教育環境の

整備を進め、平成18年（2006年）には、地域社会に貢献し連携を図る一環として、愛知淑徳大学クリ

ニックを開設し、本学学生のみならず、地域の方への一般診療もおこなうこととした。 

平成22年（2010年）には、8学部8研究科を擁する総合大学として、教育研究体制の充実を図っ

た。 

平成25年（2013年）には、研究科を再編し５研究科体制とするとともに、愛知淑徳大学クリニッ

ク、心理臨床相談室、健康相談室、心理医療科学研究科が連携する健康・医療・教育センター（ＡＨＳ

ＭＥＣ＜アースメック＞）を整備し地域への貢献体制を充実した。 

平成27年（2015年）、学園創立110周年には更なる教育研究体制の充実を図るとともに、室内温

水プールの設置等の教育環境整備もおこなった。 




